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【調査研究の概要】

・AT1320A を購入し、食品と土壌の測定を行った。

・利用者の依頼で行った北海道各地の有機 JAS 認証の農産物 35 検体及び慣行農法の農産物について（いづれ

も 1ℓ3 時間測定）はすべて ND だった。

・北海道産の魚介類については数点からセシウム 137 及びセシウム 134 が検出された。

・福島県産を含む廃プラスチックを利用した発電施設の周辺の土壌の定点測定を行いデータにまとめた。

【調査研究の経過】

・2012年5月7日 NaI(TI)シンチレーションスペクトロメーター

ATOMTEX AT1320A購入設置

・5月20日 キックオフ集会 CRMS岩田渉さん講演会

・5月22日 市民からの食品の放射能測定業務開始

・6月19日 苫小牧市廃プラスチック発電工場周辺の土壌測定

12地点採取・測定。1地点から通常より高いセシ

ウム137が検出された。

・2013年5月15日現在

測定検体数253（依頼測定149 測定所独自の試験測定104） 問

【今後の展望など】

・市民からの依頼測定のほか自主測定として、北海道産の魚介類の測定を継続的に行いたい。

・2013年6月12日に、苫小牧市廃プラスチック発電工場周辺の土壌測定12地点採取・測定。2012年に高いセ

シウム濃度を示した同じ地点で採取した土壌から2012年度よりさらに高いセシウムが検出され、ゲルマ

でクロスチェックしたところ、福島由来と考えられるセシウム137、セシウム134が検出された。

原因の調査を進めるため、研究者の助言を仰ぎながら検証手法を探ってゆきたい。
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∗ 福島の子どもたちを守る会北海道
∗ 子どもたちの長期保養活動を目的とした任意団体としてスタート。２０１１年の夏を過ぎるころから、インターネット上で北海道の汚染を危惧する声が高まりはじめた。
∗ 学校給食問題
∗ 札幌市の学校給食は・・・
∗ 遺伝子組み換えの食品は使わない
∗ 洗浄剤はすべて石けんを使用
∗ 地産地消を目指し、加工食品の利用が少ない
∗ 地場で調達できない食材は関東東北から調達
北海道も汚れている？

2013/6/271

∗ さっぽろ市民放射能測定所はかーる・さっぽろ
∗ 福島の子どもを守る会北海道の
∗ 食品の放射能濃度を測定する部門として発足
∗ 2012年5月開所
∗ 市民からの寄付・会費・借入金で測定機を購入
∗ 活動の目的・・・子どもを放射能から守ろう・・・
∗ ①最良の判断をするためのデータの公開
∗ ②将来的に必要なデータを残す
∗ １００年続けるべき事業

情報公開を市民の手で

2013/6/272

さっぽろ市民放射能測定所

はかーる・さっぽろ
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札幌市豊平区西岡4条10丁目7-2西岡コミュニティ＆カフェＢａｌｏ内運営委員12名 測定スタッフ9人 30～60代無給のボランティアスタッフ（交通費もなし）

誰が利用しているの？

2013/6/274

会員数 およそ２５０名（賛同会員も多い）利用会員は年間延べ１２０人ほど個人利用：幼いお子さんと暮らすご家族、福島原発事故によって北海道に避難してきた方たち家庭菜園 関東東北に関連のある方（縁故米など）法人利用 ：有機農家さん、漁師さん、有機農産物専門農協、オーガニックの食品関連、レストラン、ケーキョップ等
∗ 検査日 品名 生産地
∗ 1 9月 5日 トマト 新得町
∗ 2 9月 6日 トマト 士別市
∗ 3 9月 6日 トマト 石狩市
∗ 4 9月12日 トウキビ 新得町
∗ 5 9月13日 トウキビ 新得町
∗ 6 9月20日 ミニカボチャ 当麻町
∗ 7 9月20日 トウキビ 岩見沢市
∗ 8 9月20日 ピーマン 当麻町
∗ 9 10月11日 キュウリ 当麻町
∗ 10 10月11日 ミニトマト 石狩市
∗ 11 10月11日 ミニトマト 安平町
∗ 12 10月18日 バターナッツ 壮瞥町
∗ 13 10月18日 ナガネギ 伊達市
∗ 14 10月19日 ナガネギ 七飯町
∗ 15 11月 2日 コマツナ 新篠津村
∗ 16 11月 2日 ホウレンソウ 遠別町
∗ 17 11月 2日 ダイコン 石狩市
∗ 18 11月 5日 ニンジン 北広島市
∗ 19 11月 5日 ジャガイモ 美瑛町
北海道有機農協検査結果

2013/6/275

∗

∗ 20 11月 6日 タマネギ 長沼町
∗ 21 11月 7日 ナス 岩見沢市
∗ 22 11月 8日 カボチャ 岩見沢市
∗ 23 11月 8日 聖護院大根 新得町
∗ 24 11月10日 ヤーコン 安平町
∗ 25 11月10日 紫タマネギ 新篠津村
∗ 26 11月12日 ジャガイモ 真狩村
∗ 27 11月16日 玄米 東川町
∗ 28 11月17日 ジャガイモ 上富良野町
∗ 29 11月16日 玄米 深川市
∗ 30 11月21日 カボチャ 喜茂別町
∗ 31 11月28日 カボチャ 岩見沢市
∗ 32 11月30日 カボチャ 上富良野市
∗ 33 11月30日 赤ビート 石狩市
∗ 34 12月18日 ダイズ 新篠津村
∗ 35 12月19日 ニンニク 赤井川村３６ 12月20日 玄米 南幌町１ℓマリネリ容器 ３時間測定 すべてND検出下限値は作物によって違うがセシウム１３７、セシウム１３４各おおよそ２㏃／㎏

∗北海道の陸上の農産物・畜産物について今のところは安心なレベルしかし・・・
∗全国流通の食品 特に加工品
∗冬場の野菜類（関東・東北近辺）
∗水産物
∗今後の農業資材

2013/6/276

道内の食品の汚染状況
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∗ 2012年10月15日
∗北海道発表室蘭の漁港に水揚げされたマダラからセシウム137が100ベクレル検出される。
∗北海道発表2011年8月から、1204検体中太平洋側のマダラ スケソウダラ サバサンマ などから検出

2013/6/277

道内マダラで100ベクレル超え

北海道お魚PJ報告★食べたい旬の魚を測ってみたら！

北海道放射線モニタリング総合サイトのデータ
 北海道放射線モニタリング総合サイト    魚種 採取日 水揚海域 Cs-134 Cs-137 合算 ①アカガレイ 2012/12/18 十勝沖 ＜0.363 ＜0.473 ＜0.84 ②ニシン 2013/3/14 釧路十勝沖 <0.555 <0.633 <1.2 ③ホッキガイ 2013/3/16 苫小牧沖 <0.339 <0.379 <0.72 ④カスベ 2013/2/20 胆振沖 <0.424 <0.377 <0.80 ⑤サクラマス 2013/3/14 胆振沖 ＜0.402 ＜0.462 ＜0.86 ⑥スケトウダラ 2013/5/9 釧路十勝沖 <0.370 0.408 0.41 ⑦マダラ 2013/4/30 釧路十勝沖 2.1 3.9 6 ⑧サンマ 2012/10/22 根室沖 <0.420 <0.440 <0.86 ⑨アサバガレイ 2013/2/25 胆振沖 ＜0.426 ＜0.450 ＜0.88 ⑩アイナメ（あぶらこ） 2013/1/25 日高沖 ＜0.432 ＜0.616 ＜1.0 ⑪ババガレイ 2013/3/12 胆振沖 ＜0.419 ＜0.438 ＜0.86 ⑫ホタテガイ 2013/3/11 伊達町市沖 <3.85 <3.30 <7.2 ⑬スルメイカ 2012/12/7 根室沖 <0.389 <0.525 <0.91 ⑭利尻昆布 2012/7/15 利尻富士町沖 ＜1.10 <0.880 <2.0 

 北海道水産林務部水産局水産経営課

種類種類種類種類 産地産地産地産地 購入店購入店購入店購入店 Cs-１３７１３７１３７１３７ Cs-１３４１３４１３４１３４ 金額金額金額金額①黒ガレイ 根室 地域スーパー 2.07±1.09（１．５１） 1.56±0.92（１．３９） １，７７７円②ニシン 別海 地域スーパー ND （１．３７） ND （１．２１） １，４７４円③ホッキ貝 苫小牧 地域スーパー ND （１．２７） ND （１．１７） ３，５７０円④真カスベ 虎杖浜 地域スーパー ND （１．３８） ND （１．２７） １，１８８円⑤本ます 函館 地域スーパー ND （１．３８） ND （１．２７） ２，０００円⑥助宗たら 釧路 地域スーパー １１．０±２．６（１．５２） １１．０±２．６（１．４０） １，３２０円⑦マダラ 羅臼 地域スーパー ND （１．３４） ND （１．２３） １，５２９円⑧サンマ 厚岸 地域スーパー ND （１．３６） ND （１．２５） ７２５円⑨真ガレイ 日高 地域スーパー ND （１．６９） ND （１．５５） １，４３８円⑩あぶらこ 根室 地域スーパー ？ ？ １，３３３円⑪ババガレイ 日高 大型ショッピングセンター ND （１．５９） ND （１．４６） １，１６０円⑫ホタテ 噴火湾 地域スーパー ND （１．５１） ND （１．３８） １，４１９円⑬イカ 函館 地域スーパー ND （２．０６） ND （１．８８） １，２６５円⑭昆布 利尻 地域スーパー ND （３．６８） ND （３．３７） １，０００円⑮生時さけ 日高 地域スーパー ND （１．４３） ND （１．３１） １，９６０円
測

定
結

果

北海道の土壌汚染について・北海道の測定データによれば、３，１１以前、セシウム137のみ数Bq〜15Bq/kg 程度検出されていた。大気圏核実験やチェルノブイリ事故の影響と考えられていた。・東京電力福島第一原発事故直後にはセシウム134、セシウム137の降下が観測されたが、その後の土壌の放射能濃度は事故以前とほとんど変わっていない。・AT1320Aを使って、北海道の土壌の測定をした場合、自然核種の鉛２１４、ビスマス２１４の影響によって、セシウム１３７．セシウム１３４の数値が過大に表示されることがままある。
現在の北海道の土壌汚染

道庁が、月１回７か所で測定し公表北海道の現状は、セシウム１３７でND〜15Bq/kg 程度市民測定所でも同程度の数値
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はかーる・さっぽろでの土壌実測例道東の畑の土を測定セシウム137 6.57Bq/kg（±1.53Bq/kg)5.04〜8.1Bq/kgセシウム134ピークなし
ゲルマニウム測定器でも測定セシウム134 0.05Bq/kg (±0.23Bq/kg)セシウム137 4.89Bq/kg (±0.39Bq/kg)4.5〜5.28Bq/kgNaI測定器はゲルマニウム測定器より数値が高めに出るため、安全性を判断するためには有用と思われます。

∗苫小牧市 王子製紙とサニックスエナジーが廃プラスチックを燃やして発電していたことが報道された。
∗ 「２０１１年４月から２０１２年５月まで、福島や東北各県のものを含んだ廃プラスチック１万７０００トンを燃やしていた。廃プラスチックは燃料なので、放射能濃度の規制はおこなわれていない」
∗ （北海道新聞 ２０１２年６月１５日 ニュース虫眼鏡）
苫小牧で廃プラスチックを燃やし

ている！

2013/6/2715

2013/6/2716

∗ ２０１２年度 セシウム１３７ ４２．１±８．４㏃／㎏セシウム１３４ ３６．０± ７．２
∗ ２０１３年度 セシウム１３７ ８６．１±１７．２セシウム１３４ ５５．３±１１．２（セシウム１３４についてはビスマス２１４の影響あり）
∗ ２０１３年度のサンプルをゲルマでチェック
∗ セシウム１３７ ８０．６８±８．４６
∗ セシウム１３４ ３７．６５±６．２６
∗ サンプルの処理法の違いなどの問題はあるが、定点観測を続け、専門家の協力を仰いで原因を究明したい。

苫小牧ｋポイント

2013/6/2717

１．稚内では、空間線量の急激な上昇が報告されることがあり、その原因については、福島第一もしくは中国等近隣諸国の影響などが疑われるが、推測の域を出ない。降下物の動向に注目したい。２．苫小牧土壌PJの継続と原因の究明を進める。３．農業資材を含めた農産物の測定を進める。４．北海道産の魚介・海産物の測定PJを進める。５．より精度の高い測定と情報の開示を進める。
今後の課題

2013/6/2718


